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高次脳機能障害支援に対する 
関係者の意見 

 

 目黒区高次脳機能障害者に対する支援の実態調査（２００６） 

  診断を受けていない 本人・家族ともに理解していない、 
伝えても理解しない 
  高齢者でも対応困難で居場所がない 
  若い年齢層が馴染める資源が少ない 
  退院後の継続した支援が受けられない 
  介護保険では利用しにくい 
  身体障害がないと認定が軽くなる、どこにもつながらない 
  制度の谷間にある 
 
 
 

当事者の問題・社会資源の問題・制度の問題 



地域の中で高次脳機能障害者に 
必要な支援 

 気軽に相談ができる 
 知識を得ることができる 
 支援方法を学ぶことができる 
 地域で支える仕組みがある 
 家族の疲労ストレスを解消する機会がある 
 閉じこもらずに毎日所属する居場所がある 
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相談支援について 
  対象者・関係者からの相談を受ける 

必要な制度・サービス利用へつなぐ 
電話対応だけでなく関係機関へ付き添う 
(医療機関への紹介、同行など含む） 

 
 
 
 

 寄添う⇒相談者へのケアを行う 
 つくる⇒相談のシステムをつくる 

（関係機関との役割分担など） 
 

 
 
 
 

高次脳機能障害に対する 
コーディネーター的役割 



つきそう・よりそう＝ 

収入がないの 
でどうしよう 

病気はよくなっ 
たので一般就 

労したい 

忘れ物が多くて 
困っています 

 

 
 
 
 

ご自宅に訪問しますので 
忘れない方法を一緒に 

考えましょう 

家族が疲れ 
てしまった 

障害年金の手続きに 
行ってみましょう 

障害者就労支援施設 
を一緒に探しましょう 

同じ障害の家族に対処 
のアドバイスを聞きましょう 

つきそいながら 
よりそう 



高次脳機能障害支援者ネットワーク 

主催：目黒区高次脳機能障害支援センター 
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高次脳機能障害の家族支援 
 目黒区高次脳機能障害者家族会 

  定例会 2か月に1回 
近況報告 
情報交換 
通信誌発行 

 
 

 

 
 

 

 URL http://www5.hp-ez.com/hp/megurokoujinou/page1 

家族同士の交流を見守る 
様々な支援者とつなぐ で
きないところを手伝う 



高次脳機能障害と若年性認知症のためデイサービス 
いきいき*がくだい 

定員 

職員 

• ８年目（２００６年開設） 
 
 
 

• 介護保険制度 通所介護事業所 
 

• 40歳から65歳位までの脳卒中後遺症に 
よる高次脳機能障害または認知症のある 
方 

 

• １日10人（2013.6現在 登録者39名） 
 
 
 

•定員10人に対して5人（看護師・社会福祉 

士・精神保健福祉士・作業療法士・介護士） 

•※基準は2人（社会福祉士・介護士） 
 
 
 

• 月～金 １０：００～１６：００ 

設立年数 
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時間 


